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1.DominoユーザーとExchangeユーザーとのハイブリッド構成について

OnTime Group Calendar for Domino ではDominoユーザー
とExchangeユーザーのスケジュール情報を同時に表示
させることができます。
図では２名のExchangeユーザーのスケジュールを
Dominoユーザーと一緒に並べて表示しています。

ExchangeユーザーをOnTime Group Calendar for Domino 
で表示させるためには以下の作業が必要です。
・Dominoユーザー文書作成
・Domino用インターネットパスワード付与
・DominoディレクトリOnTime Usersグループへの追加
・Exchange上のImpersonationUserの作成
・Exchange Server Configurationの文書の新規作成
・OnTime Exchange Servletのインストール
・Exchangeユーザーの予定を閲覧するロール作成
・ExchangeユーザーからDominoユーザーへのロール作成
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2.Dominoユーザー文書作成/インターネットパスワード設定

ExchangeユーザーがOnTime for Domino にログインする
ためにはDominoディレクトリにユーザー文書を新規
作成する必要があります。

※Notes IDを作成する必要はありません。

Dominoディレクトリに左図の様なユーザー文書を作成しま
す。以下の項目を入力してください。

First name 名
Last name 姓
User name Dominoディレクトリ上のユーザー名
Internet password Notesインターネットパスワード
Mail system Other Internet Mailを指定
Internet address Exchangeのメールアドレス
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3.DominoディレクトリOnTime Usersグループへの追加

Dominoディレクトリに追加したExchangeユーザーを
Dominoディレクトリの「OnTime Users」グループに追
加します。

OnTime Users グループを利用していない場合や既存グ
ループ文書へユーザーを追加したくない場合は、
ConfigDBのGlobalSettings文書を開き、Members欄に直
接指定することもできます。

「OnTime Users」のグループ文書を開き、追加した
Exchangeユーザー用のユーザーを追加します。

設定完了後はDominoディレクトリを開いて
「Ctrl + Shift + F9」でビューの更新を行ってください。



• 偽装ユーザー(Impersonation User)について
• Exchange OnlineやオンプレのExchangeに接続する
際に、全ユーザーをImpersonation(日本語で演技や
偽装)してスケジュールデータの入出力を行う1つのアカウ
ントを指します。
詳細は以下のURLをご参照ください。
https://www3.ontimesuite.jp/impersonation/

• 同期対象について
• OnTime for DominoをExchange Onlineやオンプレの

Exchangeと同期させる際に対象となるユーザー、会議室、備品を
選択する必要があります。以下のどちらかを選択できます。

• グループメールアドレスでの登録
• OnTimeでは配布グループ、メールが有効なセキュリティグループにて
指定できます。

• 作成する際、「このグループをアドレス一覧に表示しない」のチェックは
必ず外してください。

• OnTimeではExchangeから取得できる一般的な属性を利用できま
す。

※詳細は別紙Microsoft版「ドメイン設定マニュアル」 をご参照くだ
さい。
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4.Exchange側の設定と準備

https://www3.ontimesuite.jp/impersonation/
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5.Exchange Server Configuration -1

ServerSettings文書の編集画面から「Add Exchange 
Domain」ボタンでExchange Server Configurationの文書
を新規作成します。

ServerSettings文書を開き、「Add Exchange Domain」
ボタンをクリックします。
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5.Exchange Server Configuration -2
Basic認証

Domino Server
Server 関連付けされたDominoサーバー名を表示します。

Exchange Server setup
Exchange Server URL ExchangeサーバーのURLを指定します。
Authentication 認証方式を選択します。本ページではBasic認証の場合
を記載します。OAuth認証の場合は次ページに記載します。

Impersonation Username Exchange管理センターでImpersonationの
権限を付与したユーザーのインターネットアドレスを指定します。
password Impersonation Username のパスワードを指定します。

Premium Users: 通常の機能利用ユーザー
Persons Premium権限のユーザー・グループを指定します。
Rooms Premium権限の会議室を指定します。
Resources Premium権限のリソースを指定します。

FreeTime Users: Free Time Licenseユーザー
自分以外の空き時間情報の確認と自身の予定作成だけができるライセンスです。
Persons FreeTimeLicense権限のユーザー・グループを指定します。
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5.Exchange Server Configuration -3
OAuth認証:Exchange Onlineのみ

Authentication
認証方法がOAuthの場合以下３点の入力が追加で必要です。

App Registration
Application(client)ID アプリケーションIDを入力します。
Directory(tenant)ID テナントIDを入力します。
Client Secret Value クライアントシークレットを入力します。

※本項目については別紙Microsoft版「ドメイン設定マニュアル」の
アプリの登録～APIのアクセス許可を参照してください。
https://ontimesuite.jp/forms/downloads/

他の項目についてはBasic認証と同様に入力してください。
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Subscription URL
OnTimeサーバーのサーブレットにアクセスできるURLを指定します。

Keep Alive デフォルトは10分です。数値が小さいと、サーバー要求による
ネットワーク負荷が増加します。1000ユーザーの際に60分程度を目安と
して負荷状況に合わせて値を変更してください。

Max Cal Item Entries 予定の最大エントリ数を指定します。
Trace サーバーへのトレースをログに追加する場合にはチェックをつけます。

「Test Connection」ボタン
Exchangeサーバーへの接続を確認できます。
ここまでの入力内容でExchangeサーバーへ
接続可能な場合、「Connection OK…」の
メッセージが表示されます。
Exchangeサーバー名や
ImpersonationUserのアドレス、パスワード
等に相違があるとエラーメッセージが表示さ
れます。

5.Exchange Server Configuration -4
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HTTP Connection Options HTTP接続オプション

Connection Timeout 接続タイムアウトまでのミリ秒数を指定します。
Read Timeout 読み込みタイムアウトまでのミリ秒数を指定します。
Proxy プロキシ設定が必要な場合は情報を指定します。
Trust All Certificate サーバー証明書が自己署名の場合はチェックが必
要です。

Special Options

Disable Subscribe
Exchange / Microsoft365サーバーが接続できないサーバーでテストする
場合はチェックをつけます。手動でSyncコマンドの実施が必要です。

5.Exchange Server Configuration -5
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6.OnTime Exchange Servletのインストール

OnTimeでExchangeとのハイブリッド環境を利用するた
めにOnTimeのExchange Servletをインストールします。

画面の様にManage Servletsのダイアログが開きます。

初回のExchange Servletインストール時には左下図の様
なメッセージが表示されます。
次回以降のOnTimeのバージョンアップ時には本手順
の実施が必要ですが、Servletに更新が無い場合は更新
が無い旨のメッセージが表示されます。

OnTime ConfigDBのServerSettingsビューを開いて
「Install/Update」から「Tasks&Servlets」をクリックします。

Exchange Servlet にチェックをつけてOKをクリックします。
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7.Exchangeユーザーの同期

設定が終わったらExchangeユーザーの情報を同期しま
す。

OnTime ConfigDBのServerSettingsビューを開いて
「Servlet Commands」から「Exchange Servlet」-「Sync 
All Users」をクリックします。
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8.Exchangeユーザーの予定をDominoユーザーから閲覧するロール作成

Exchangeユーザーの予定を閲覧するためのロール文書
を新規作成します。

OnTime Users グループを利用していない場合や個別に
権限を付与する場合、該当するユーザー名やグループ
名を指定できます。

DominoユーザーとExchangeユーザーそれぞれの
OnTimeのUser文書にロールが適用されていることを確
認してください。

Role Members – Domino – Membersの欄に
OnTime Usersグループを指定します。

設定完了後はOnTimeのAdminタスクと[Servlet 
Commands]-[Exchange Servlet]-[Users+Roles 
Update] を実施してください。

Members the Role has selected… – Exchange –
Read entries details/View schedule information の欄
にExchangeのグループ名やメールアドレスを指定します。
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9. ExchangeユーザーからDominoユーザーの予定を閲覧するロール作成

ExchangeユーザーからDominoユーザーのスケジュール
を閲覧/作成するためのロール文書を新規作成します。

この権限付与に関してはOnTime for Dominoのロール作
成と同様です。必要な権限を適宜適用してください。

DominoユーザーとExchangeユーザーそれぞれのOnTime
のUser文書にロールが適用されていることを確認して
ください。

Role Members – Exchange – Membersの欄に
Exchangeユーザーのメールアドレスを指定します。

設定完了後はOnTimeのAdminタスクと[Servlet 
Commands]-[Exchange Servlet]-[Users+Roles 
Update] を実施してください。

Members the Role has selected… – Domino の任意
の欄にDominoグループ名やユーザー名を指定します。
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10.Exchangeユーザーでログイン -1

Dominoディレクトリに登録したExchangeユーザーで
OnTime for DominoをWebブラウザで開きます。

ログイン方法はServerSettings文書で指定したログイン
方法です。図ではパスワード認証ですがメールリンク
認証でもログイン可能です。

ブラウザで以下のURLを開きます。
<ホスト名>/<OnTimeクライアントのファイルパス>/desktop

以下の情報を入力してログインします。
ユーザー名：メールアドレス
パスワード：Notesインターネットパスワード
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10.Exchangeユーザーでログイン -2

グループを選択すると各ユーザーのスケジュール情報
が表示されます。
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